
先
・
原
史
地
域
の
諸
問
題
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き

し

近
年
、
わ
が
歴
史
地
理
学
界
は
、
あ
た
か
も
歴
史
地
理
学
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
隆
盛
を
み
、
そ
の
躍
進
の
た
め
に
発

達
史
が
書
か
れ
た
り
、
海
外
の
研
究
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
理
論
的
な
基
礎
づ
け
や
実
証
的
研
究
に
多
く
の
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。

小
牧
実
繁
博
士
に
は
じ
ま
る
先
・
原
史
地
理
学
の
領
域
は
、
広
義
の
歴
史
地
理
学
の
な
か
に
含
め
、
藤
岡
謙
二
郎
先
生
を
は
じ
め
諸
先

学
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
戦
後
、
基
礎
的
資
料
を
供
与
す
る
考
古
学
や
第
四
紀
学
な
ど
隣
接
諸
学
科
の
研
究
が
進
ん
で
き

先・原史地域の諸問題

た
の
で
、
年
々
新
た
な
知
見
を
増
し
、
斯
学
の
研
究
も
次
第
に
容
易
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
実
証
的
研
究
に
携
る
立
場
か
ら
、
先
・
原
史
地
理
学
に
お
け
る
時
間
的
区
分
や
人
文
地
域
の
問
題
に
つ
い
て
、
若
干
の
考

察
を
試
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

先
・
原
史
地
理
学
に
お
け
る
時
間
的
区
分
の
問
題

化
石
化
し
た
過
去
の
地
域
を
研
究
す
る
先
・
原
史
地
理
学
の
場
合
、
そ
の
対
象
の
厚
み
あ
る
空
聞
を
、
時
間
的
に
ど
の
よ
う
に
区
分
し

1 

た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。

付

ま
ず
は
じ
め
に
、
先
・
原
史
地
理
学
に
基
礎
資
料
や
、
時
間
的
区
分
の
指
準
的
文
化
化
石
を
供
与

考
古
学
に
お
け
る
時
代
区
分



す
る
考
古
学
の
時
代
区
分
を
見
て
お
こ
う
。
わ
が
い
白
の
考
古
学
界
で
は
、
同
一
時
代
の
文
献
的
記
録
の
有
無
を
基
準
に
し
た
の
・
品
。
冨
号

2 

Z
-
E
の
三
時
期
説
に
、
石
器
・
青
銅
器
・
鉄
器
と
い
っ
た
利
器
に
よ
っ
て
三
時
期
に
分
け
る
わ
-

H
・
叶
F
0
5
8ロ
の
説
を
勘
案
し
、
大

き
く
先
史
・
原
史
・
歴
史
の
三
時
代
に
区
分
し
て
い
る
。
①
す
な
わ
ち
、
石
器
を
使
用
し
て
い
た
縄
文
文
化
と
、
金
属
器
を
併
用
し
た
弥

生
文
化
②
の
時
代
を
先
史
時
代
、
鉄
器
が
普
及
し
、
貴
族
や
豪
族
の
高
塚
墳
が
築
造
さ
れ
た
古
墳
時
代
を
原
史
時
代
と
し
、
同
一
時
代
の

文
献
的
記
録
が
残
っ
て
て
い
る
律
令
時
代
な
い
し
は
奈
良
時
代
以
降
を
歴
史
時
代
と
し
て
区
分
す
る
方
法
が
使
わ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
戦
後
、
洪
積
世
の
人
類
@
や
、
旧
石
器
文
化
の
存
在
@
が
明
ら
か
に
な
っ
て
石
器
時
代
の
上
限
が
著
し
く
引
き
上
げ
ら
れ
、

ま
た
弥
生
時
代
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
最
初
期
か
ら
す
で
に
鉄
器
を
使
用
⑤
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
に
な
る
な
ど
、
考
古
学
の
目
覚
し
い
発

達
に
よ
っ
て
幾
多
の
新
知
見
が
加
わ
り
、
時
代
区
分
の
上
に
も
修
正
を
加
え
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、

一
部
の
学
者
の
間

で
は
、
先
史
時
代
を
人
類
の
出
現
か
ら
縄
文
文
化
ま
で
の
石
器
時
代
に
当
て
、
弥
生
時
代
を
古
墳
時
代
と
と
も
に
原
史
時
代
に
繰
り
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
@

(二)

厚
み
の
あ
る
先
・
原
史
地
域
の
時
間
的
区
分

先
史
地
理
学
に
あ
っ
て
も
、
過
去
の
地
域
の
時
代
区
分
は
、
小
牧
実
繁
教
授
以
来

大
体
考
古
学
上
の
時
代
区
分
に
拠
っ
て
き
た
。
た
だ
考
古
学
の
場
合
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
原
史
時
代
の
泡
域
を
先
史
時
代
の
地
域
に
含

め
、
狭
義
の
歴
史
地
理
学
に
前
置
せ
し
め
て
扱
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
藤
岡
謙
二
郎
教
授
は
、
従
来
の
先
史
地
理
学
を
広
義
の
歴
史
地
理
学
の
構
成
部
門
と
し
て
位
置
づ
け
、
さ
ら
に
そ

れ
を
、
狭
義
の
先
史
地
理
学
と
原
史
地
理
学
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
質
に
対
応
し
た
地
域
の
時
代
区
分
を
示
さ
れ
る
に
及
ん

で
、
研
究
の
対
象
領
域
が
一
段
と
明
確
に
な
っ
て
き
た
。
以
下
か
い
つ
ま
ん
で
、
広
義
の
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
、
先
・
原
史
時
代
の
時

間
的
区
分
の
変
遷
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。



先
史
地
理
学
を
提
唱
し
、
そ
の
方
法
論
を
樹
立
さ
れ
た
小
牧
実
繁
教
授
は
、

一
九
三
七
年
、
「
先
史
地
理
学
研
究
」
を
出
版
さ
れ
た
当

時
、
歴
史
地
理
学
を
文
献
に
よ
る
歴
史
地
理
学
と
解
さ
れ
、
⑦
先
史
地
理
学
は
、
そ
れ
よ
り
前
の
時
代
の
土
地
・
地
域
(
景
観
)
を
研
究

す
る
新
し
い
学
問
で
あ
る
と
し
、

か
っ
、
先
史
地
理
学
が
取
り
扱
う
地
域
の
時
代
を
、

「
人
類
の
出
現
以
後
歴
史
の
饗
明
に
至
る
聞
の
先

史
時
代
」
@

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
教
授
の
先
史
地
理
学
に
お
い
て
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
先
史
時
代
を
、
人
類
の
出
現
か
ら

歴
史
の
繋
明
ま
で
と
い
う
漠
然
と
し
た
表
現
で
示
さ
れ
、
そ
れ
に
含
ま
れ
た
時
代
の
細
か
な
区
分
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
実
証

的
に
研
究
さ
れ
た
多
く
の
論
文
ゃ
、
文
献
地
理
学
@

に
前
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
、
先
史
時
代
の
概
念
の
中
に
縄
文
・
弥

生
お
よ
び
古
墳
時
代
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
後
今
日
に
至
る
ま
で
、
狭
義
の
歴
史
地
理
学
と
先
後
の
関
係
で
前
置
さ
れ
る
時
代
の
概
念

と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
藤
岡
謙
二
郎
教
授
は
、

一
九
五
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
新
地
理
学
講
座
歴
史
地
理
学
の
中
の
「
先
史
地
理
学
」
に
お
い
て
、
先
史

地
理
学
を
広
義
の
歴
史
地
理
学
に
含
め
、
時
間
と
資
料
の
観
点
か
ら
次
の
よ
う
に
分
類
せ
ら
れ
た
。
⑪

先・原史地域の諸問題

す
な
わ
ち
広
義
の
歴
史
地
理
学
を
A
時
間
的
分
類
と
B
資
料
的
分
類
と
し
、

A
の
時
間
的
分
類
は
1
先
史
地
理
学

HV】河
内
山
町
岡
山
田
仲

O
H

問。

国
-
m
g
ユg
目
的

gmBMVHMM刊
に
分
け
、

B
の
資
料
的
分
類
は
1
考
古
地
理
学

〉

RH阿国
gzEs-

ぬ
刊
。
ぬ
吋
山
間
)
同

HMコ

2
歴
史
地
理
学

と
文
献
地
理
学

HMF口
。
-
。

m-n白
-
m
o。
ぬ
吋
伊

HUFM可

m
m
o
m片
山
凶
日
】
吋

HM『

と
に
分
け
て
お
ら
れ
る
。

当
時
教
授
は
、
先
史
地
理
学
を
考
古
地
理
学
に
、
狭
義
の
歴
史
地
理
学
を
文
献
地
理
学
に
対
置
さ
せ
、

「
先
史
地
理
学
が
歴
史
地
理
学

に
対
す
る
名
称
と
し
た
場
合
は
、
地
理
学
か
ら
す
る
先
史
時
代
は
原
史
時
代
を
ひ
ろ
く
包
括
さ
ぜ
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
し
、
@

小
牧

3 

実
繁
教
授
以
来
の
伝
統
を
承
け
つ
い
で
、
原
史
時
代
を
先
史
時
代
に
含
め
て
扱
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
一
九
五
五
年
に
画
期
的
な
「
先
史
地
域
及
び
都
市
域
の
研
究
」
を
公
に
さ
れ
、
歴
史
地
理
学
と
先
史
地
理
学
と
の
関
係



4 

ゃ
、
先
史
地
理
学
が
対
象
に
す
る
範
囲
と
限
界
な
ど
、
広
義
の
歴
史
地
理
学
の
体
系
の
中
に
お
い
て
論
及
せ
ら
れ
、
そ
の
中
で
初
め
て
原

す
な
わ
ち
広
義
の
歴
史
地
理
学
の
中
の

A
時
代
的
分
類
を
1
先
史
地
理

学 史
地
理
学
と
い
う
新
た
な
部
門
を
提
唱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
@

ー
の
先
史
地
理
学
を
さ
ら
に

a
先
史

同
》
円

AWF-m件
。
門
戸
。

m山
内
。
関
門
町
凶
匂

F
U『

可
同
町
げ
山
田
一
打
。
吋
日

n
m刷
。
。
m
H
h凶日

v
y可 と
2
歴
史
地
理
学

「
同
一
時
代
の
文
献
の

地
理
学

回
目
印
件
。
ユ
ロ

ω
-
mゅ
。
肉
片
山
凶
同

)FM『

に
分
け
、

と
b
原
史
地
理
学

可
円
。
件
。
}
回
目
印
件
。
片
山
内
リ

m山

σ。
ぬ
円

m
U
F吋

に
区
分
さ
れ
、

有
無
に
よ
る
時
代
区
、
分
か
ら
す
る
と
、
と
の
古
墳
時
代
は
原
史
時
代
に
当
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
原
史
地
理
学
の
対
称
と
す
べ
き
も
の

で
あ
る
」
⑬
と
述
べ
、
従
来
の
先
史
地
理
学
を
狭
義
の
先
史
地
理
学
と
原
史
地
理
学
と
に
区
分
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

か
《
し
て
永
く
漠
然
と
し
て
い
た
広
義
の
先
史
地
理
学
の
対
象
領
域
は
、
狭
義
の
先
史
地
理
学
の
ほ
か
に
原
史
地
理
学
と
い
う
新
た
な

時間的分類

先史地理学

ι …田

原史地浬学 |巌 i文
|的!梓
I jjl[ i:盟

有史地理学 |接 i翠
的 iナ

遺跡地理学

資料的分類

考

古

地

理

学

歴

史

地

理

学

地

理

現代地理学

学



名
称
の
研
究
領
域
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
研
究
者
を
混
迷
か
ら
救
い
、

か
つ
広
義
の
歴
史
地
理
学
の
体
系
の
中
に
地
位
が
与
え
ら
れ
た
の

で
あ
っ
て
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

同

一
つ
の
試
案

と
こ
ろ
で
、
先
述
し
た
よ
う
に
考
古
学
上
の
新
知
見
の
増
加
や
、
芳
古
学
と
違
っ
て
歴
史
地
理
学
に
あ
っ
て
は
、
人
文
事
象
や
文
化
地

域
と
共
に
自
然
地
域
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、
今
一
つ
は
、
歴
史
地
理
学
と
名
づ
け
た
諸
学
者
の
著
書
や
論
文
に
は
、
広

義
と
か
狭
義
と
か
と
い
っ
た
冠
詞
を
付
け
て
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
広
義
の
歴
史
地
理
学
の
部
門
内
で
名
称
が
重
複
し
、

名
称
と
内
容
と
が
混
乱
し
て
論
点
相
違
が
起
り
易
い
。
そ
こ
で
実
際
的
な
研
究
上
の
-
要
請
か
ら
、
歴
史
地
理
学
に
関
す
る
諸
先
学
の
理
論

的
根
拠
と
、
藤
岡
謙
二
郎
教
授
の
樹
て
ら
れ
た
歴
史
地
理
学
の
体
系
に
則
っ
て
、
後
に
挙
げ
る
理
由
に
基
き
一
つ
の
試
案
を
記
し
叱
正
を

仰
ぐ
こ
と
に
し
た

第
三
紀
以
前
の
古
い
地
域
の
研
究
は
地
質
学
の
領
域
に
属
し
、
人
類
発
生
以
後
の
自
然
地
域
は
第
四
紀
学
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
て
い

先・原史地域の諸問題

る
o

広
義
の
歴
史
地
理
学
は
、
人
類
出
現
以
後
の
過
去
の
人
文
地
域
と
そ
の
地
理
的
事
象
を
対
象
に
し
て
、
こ
れ
ら
を
地
理
学
の
立
場
か

ら
研
究
す
る
人
文
科
学
@
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
過
去
の
地
域
の
人
文
地
理
学
の
み
な
ら
ず
、
地
誌
学
も
あ
り
、
@
現
代
地
理

学
⑮
の
場
合
と
同
様
環
境
論
と
地
域
論
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
る
が
、
時
間
の
範
轄
に
属
し
て
い
る
の
で
地
域
変
遷
史
的
に
掴
え
る
と
と
ろ

に
特
色
が
あ
る
o
⑫

さ
て
試
案
で
は
、
次
の
表
に
示
す
よ
う
に
、
歴
史
地
理
学
を
、
厚
み
の
あ
る
地
域
の
時
代
毎
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を
も
っ
た
時
代
の

5 

地
域
を
対
象
に
し
て
、
先
史
地
理
学

M
M
B
E
2
2
K
の
g
m
3
1
4
・
原
史
地
理
学
司

g
Z
E浮
青
山
の
の

gmgHVV吋
と
有
史
地
理
学
同
ロ
l

E
2
2日
の
の

g
m
5
1
H叫
に
分
類
し
た
。
そ
し
て
考
古
地
理
学
〉

B
E
g
-
。mns-の
g
m
E耳
石
は
、
芳
古
学
に
歴
史
(
有
史
)
考
古
学



6 

A 

時
間
的
分
類

1 

先
安
地
理
学

同
M門
市
町
四
回
件
。
江
口
の

m
o
m円
白

U
F
M『

2 

原
史
地
理
学
】

V
円
。
同

o
y目
的
件
。
円
山
門
げ
の
巾

o
m司
白
旬
開
H

M『

歴
史
地
理
学

3 

有
史
地
理
学

同
口
四
回
同
研
一
件
。
『
町
内
リ
の
刊

o
m円
白
同
】
印
H
M可

回
目
白
件
。
江
口

B 

資
料
的
分
類

。開。
m
H曲
目
M
H
H
U刊

1 

考
古
地
理
学

〉
H
n
y問
問
。

-om山
口
回
目
。
伺

o
m『
由
旬

F
M『

2 

文
献
地
理
学

H
M
H
H

ロ
o-om山
口
問
-
の

mo問
円
出
匂
げ
可

が
あ
る
よ
う
に
、
単
に
先
・
原
史
時
代
の
地
域
に
止
め
や
す
、
狭
義
の
歴
史
地
理
学
(
有
史
地
理
学
)
が
対
象
に
す
る
時
代
を
も
通
し
て
、

遺
跡
や
遺
物
の
側
面
か
ら
、
過
去
の
地
域
を
変
遷
史
的
に
研
究
す
る
部
門
と
し
た
の
で
あ
る
。

上
記
の
三
者
が
対
象
に
す
る
時
代
の
そ
れ
ぞ
れ
の
境
い
日
は
、
先
史
地
理
学
を
無
土
器
文
化
と
縄
文
文
化
の
時
代
の
地
域
と
し
、
弥
生

文
化
の
時
代
の
地
域
を
従
来
の
先
史
地
理
学
か
ら
は
ず
し
て
、
古
墳
時
代
の
地
域
と
共
に
原
史
地
理
学
の
対
象
領
域
に
入
れ
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
弥
生
時
代
を
含
む
原
史
地
理
学
は
、
全
く
文
献
を
欠
い
だ
石
器
時
代
の
先
史
地
理
学
と
、
直
接
的
な
文
献
の
あ
る
有
史
地

理
学
と
の
過
渡
期
の
時
代
の
地
域
を
研
究
す
る
歴
史
地
理
学
の
一
部
門
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
先
・
原
史
時
代
の
地
域
は
、
す
で

に
化
石
化
し
て
し
ま
っ
た
時
代
の
地
域
な
の
で
、
化
石
化
し
つ
つ
あ
る
有
史
時
代
の
地
域
(
化
石
化
地
域
)
に
対
し
て
、
史
前
地
域
(
化



石
地
域
)
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
し
、
有
史
地
理
学
の
前
に
お
か
れ
た
先
史
地
理
学
と
原
史
地
理
学
を
纏
め
て
呼
ぶ
と
き
は
、
史
前
地
理

学
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
現
在
の
地
表
に
遺
っ
て
い
る
遺
跡
を
地
理
学
の
研
究
対
象
に
す
る
場
合
遺
跡
地
理
学
の
成
立
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
遺
跡

地
理
学
は
、
歴
史
地
理
学
と
不
可
分
な
関
係
を
も
っ
て
は
い
る
が
、
歴
史
地
理
学
で
は
な
く
現
代
地
理
学
の
分
野
に
属
す
べ
き
も
の
あ
る
。

ま
た
先
史
原
史
有
史
の
境
い
目
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
地
域
に
よ
っ
て
文
化
期
の
上
限
や
下
限
に
ず
れ
が
あ
っ
た
り
、
文
化
の
様
相

も
、
革
変
的
と
は
言
え
、
実
際
に
は
漸
変
的
な
交
代
を
示
し
て
い
る
の
で
、
何
年
以
前
と
か
何
年
以
後
と
い
っ
た
厳
密
な
区
分
を
す
る
こ

と
は
無
理
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
概
括
的
な
区
分
を
示
し
て
お
い
た
方
が
穏
当
で
、
先
史
時
代
に
含
ま
れ
る
地
域
は
、
列
島
に
人
類
が
始
め

て
出
現
し
た
洪
積
世
の
無
土
器
文
化
の
時
代
か
ら
、
縄
文
文
化
の
末
ま
で
の
利
器
に
専
ら
石
器
を
用
い
て
い
た
原
始
の
時
代
と
し
、
原
史

時
代
の
地
域
は
、
鉄
器
が
使
わ
れ
、
稲
作
が
普
及
し
て
い
っ
た
大
体
西
暦
前
二
世
紀
頃
⑬
か
ら
西
暦
七
世
紀
の
中
頃
⑬
ま
で
の
、

日
本
国

の
饗
明
期
の
地
域
と
し
て
お
く
方
が
実
際
的
で
あ
る
。

先・原史地域の諸問題

次
に
、
弥
生
時
代
の
地
域
を
先
史
地
理
学
の
対
象
か
ら
は
ず
し
、
古
墳
時
代
の
地
域
と
と
も
に
原
史
地
理
学
の
対
象
に
入
れ
た
理
由
を

列
記
し
て
お
こ
う
。

)
 
1
 
(
 
縄
文
文
化
の
前
に
数
万
年
に
も
及
ぶ
無
土
器
文
化
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
@
古
墳
文
化
の
末
の
地
域
ま
で
も
先
史
地

理
学
に
含
め
る
と
、
あ
ま
り
に
も
空
間
の
厚
さ
が
厚
過
ぎ
て
、
そ
の
中
に
幾
つ
か
の
可
成
り
著
し
い
異
質
的
な
文
佑
の
時
代
を
含
む
こ
と

に
な
り
、

一
つ
の
厚
み
あ
る
空
間
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

7 

(2) 

厚
み
の
あ
る
先
史
地
域
と
原
史
地
域
の
時
間
的
な
境
い
自
に
は
、
自
然
環
境
の
上
に
顕
著
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
が
、
原
史
時
代

以
降
に
な
っ
て
l
地
域
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
一
様
で
な
い
が
l
一
般
に
沖
積
化
が
進
み
、
稲
作
を
発
展
さ
せ
る
地
形
を
造
っ
て
き
た
と



考
え
ら
れ
る
の
で
、
甚
だ
消
極
的
に
で
は
あ
る
が
こ
れ
も
一
つ
の
条
件
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

8 

(3) 

利
器
の
上
か
ら
言
っ
て
、

石
器
や
青
銅
器
を
併
用
し
な
が
ら
も
す
で
に
そ
の
最
初
期
か
ら
鉄
器
を
使
っ
て
い
た
弥
生
時
代
は
、
③

古
墳
時
代
と
と
も
に
原
史
時
代
の
地
域
と
し
た
方
が
合
理
的
で
あ
る
。

(4) 

ま
た
こ
れ
を
経
済
体
制
の
面
か
ら
み
る
と
、
捕
採
経
済
を
主
体
と
し
て
い
た
縄
文
時
代
以
前
と
、
稲
作
や
畑
作
な
ど
の
栽
培
農
業

が
支
配
的
な
生
産
様
式
に
な
っ
た
弥
生
時
代
と
の
聞
に
は
顕
著
な
差
異
が
あ
る
し
、
⑫
こ
と
に
弥
生
時
代
の
経
済
構
造
は
古
墳
時
代
と
不

可
分
的
な
連
続
的
関
係
を
も
っ
て
い
る
。

(5) 

さ
ら
に
社
会
構
造
や
政
治
体
制
に
あ
っ
て
も
、
弥
生
文
化
の
時
代
に
な
っ
て
、
経
済
体
制
の
画
期
的
な
発
展
に
伴
っ
て
急
速
な
変

化
を
生
じ
、
縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
以
降
と
の
聞
に
大
き
な
相
異
が
認
め
ら
れ
る
o

③

(6) 

弥
生
時
代
に
は
直
接
的
な
文
献
的
記
録
は
遺
存
し
な
い
が
、

し
か
し
、
中
国
人
の
手
で
日
本
の
記
事
を
録
し
た
山
海
経
や
論
衡
、

漢
書
、
後
漢
書
や
魂
志
と
か
、
語
部
の
口
伝
を
録
し
た
古
事
記
や
、
当
時
遺
存
し
て
い
た
文
献
的
な
記
録
を
編
纂
し
た
日
本
書
紀
の
よ
う

な
、
間
接
的
な
文
献
的
記
録
が
の
こ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
量
や
質
が
貧
弱
で
あ
る
と
し
て
も
、
古
墳
時
代
と
共
に
原
史
時
代

と
呼
ん
で
も
決
し
て
不
当
で
は
な
い
。

右
の
よ
う
な
理
由
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
を
巨
視
的
に
み
る
と
、
弥
生
時
代
の
地
域
は
古
墳
時
代
の
地
域
と
と
も
に
、
先
史
か
ら
有
史
に

移
る
過
渡
期
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、

一
つ
の
纏
っ
た
時
代
の
地
域
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

地
域
的
な
文
化
の
傾
斜

時
代
的
地
域
の
時
間
的
な
区
分
に
関
連
し
て
、
文
化
正
確
に
は
文
化
期
!
の
地
域
的
な
ず
れ
が
問
題
に
な
る
。
無
土
器
時
代
や
縄
文

時
代
の
よ
う
に
、
文
化
の
発
展
速
度
が
緩
慢
で
永
く
続
き
、
厚
い
空
間
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
時
代
の
場
合
は
殆
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い



が
、
文
化
期
の
境
い
目
ゃ
、
文
化
小
期
の
よ
う
に
薄
い
時
の
断
面
で
は
、
先
進
地
域
と
後
進
地
域
と
で
は
著
し
い
文
化
の
内
容
に
差
異
が

あ
る
。
例
え
ば
、
縄
文
晩
期
と
弥
生
前
期
の
場
合
が
そ
れ
で
、
先
進
地
域
の
西
日
本
で
は
弥
生
文
化
が
栄
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

中
部
山
岳
地
方
以
東
の
地
域
で
は
縄
文
文
化
が
続
い
て
い
る
。
こ
と
に
、
本
州
の
北
端
か
ら
北
海
道
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、
弥
生
時
代

が
終
る
ま
で
縄
文
系
文
化
の
残
照
が
続
い
て
お
り
、
著
し
い
文
化
の
傾
斜
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ぬ

文
化
史
の
研
究
に
は
さ
ほ
ど
問
題
に
は
な
る
ま
い
が
、
時
聞
を
横
に
切
っ
た
空
間
(
地
域
)
を
研
究
す
る
歴
史
地
理
学
に
あ
っ
て
は
、

文
化
の
地
域
傾
斜
自
体
が
重
要
な
研
究
の
課
題
に
な
る
の
で
、
実
際
の
研
究
を
行
う
場
合
、
時
代
と
地
域
と
の
関
係
が
直
接
問
題
に
な
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
文
化
の
地
域
的
な
傾
斜
を
も
っ
た
過
渡
期
の
空
聞
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
一
般
に
通
用
す
る
適
当
な
名
称
が
与

え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
表
現
が
ま
ち
ま
ち
に
な
り
、
論
点
相
異
を
生
じ
て
論
議
の
内
容
に
混
乱
を
生
じ
易
い
。

文
化
の
様
式
の
地
域
差
は
、
早
く
か
ら
、
文
佑
遺
物
の
編
年
的
研
究
を
行
う
先
史
学
者
や
考
古
学
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
、

ま
た
近
年

は
、
マ
グ
ネ
や
ラ
ジ
オ
カ
ー
ボ
ン
法
に
よ
る
実
年
代
の
研
究
か
ら
、
文
化
相
の
特
質
と
笑
年
代
と
の
関
係
と
共
に
、
そ
の
地
域
的
な
傾
斜

先・原史地域の諸問題

の
研
究
が
年
代
学
者
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
@

地
理
学
の
場
合
、
こ
の
種
の
研
究
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
考
古
学
や
年
代
学
に
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
も
あ
っ
て
、
突
っ
込
ん
で
研

究
し
た
実
例
が
殆
ん
ど
な
く
、
先
・
原
史
地
理
学
の
研
究
上
大
き
な
盲
点
に
な
っ
て
い
る
。

先
史
地
域
お
よ
び
原
史
地
域
の
把
握

歴
史
地
理
学
が
地
理
学
の
一
部
門
に
属
し
て
い
る
以
上
、
究
極
に
お
い
て
、
現
在
の
地
域
を
よ
り
奥
深
く
理
解
し
、
系
統
的
に
解
明
す

9 

る
一
つ
の
方
法
的
な
分
野
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
歴
史
地
理
学
自
身
が
も
っ
個
有
の
任
務
と

独
自
性
が
、

一
応
現
在
の
地
域
か
ら
切
り
離
し
た
、
過
去
の
地
域
を
地
理
学
の
立
場
か
ら
研
究
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
多
言



を
要
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
歴
史
地
理
学
は
、
歴
史
の
た
め
の
埠
女
で
も
な
く
、
直
接
に
現
在
の
地
域
を
歴
史
的
に
説
明
す
る
学
問
で
も

10 

な
い
。
こ
の
間
の
関
係
は
、
化
石
化
し
て
し
ま
っ
た
過
去
の
地
域
を
対
象
に
す
る
、
先
・
原
史
地
理
学
の
存
在
を
考
え
れ
ば
白
か
ら
明
ら

か
で
あ
る
。

さ
て
こ
こ
で
は
、
先
・
原
史
地
理
学
が
研
究
の
対
象
に
す
る
先
・
原
史
地
域
を
、
ど
ん
な
観
点
と
方
法
で
と
ら
え
た
ら
よ
い
か
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

先
・
原
史
地
域
を
と
ら
え
る
基
礎
的
な
理
論
や
方
法
と
し
て
、
次
に
記
す
先
学
の
諸
説
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
小
牧

実
繁
教
授
の
断
面
復
原
説
、
藤
岡
謙
二
郎
教
授
の
地
域
変
遷
史
論
と
時
の
断
面
投
影
比
較
説
、
神
尾
明
正
教
授
の
地
層
の
層
序
か
ら
す
る

時
の
断
面
編
年
説
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
先
史
地
理
学
研
究
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
小
牧
教
授
の
見
解
は
、

「
先
史
時
代
に
於
け
る
時
の
断
面
に
於
け
る
土
地
・
地
域
(
景
観
)

を
復
原
す
る
の
が
先
史
地
理
学
の
使
命
・
職
能
」
@
で
あ
る
と
さ
れ
、
著
書
の
全
体
を
通
し
て
み
る
と
先
史
時
代
の
任
意
の
地
表
空
聞
を

再
現
し
、
そ
の
上
で
地
理
学
的
考
察
を
加
え
よ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
藤
岡
教
授
は
、
現
在
を
「
歴
史
的
現
在
」
と
考
え
、
@

「
現
実
の
地
域
空
間
を
過
去
の
そ
れ
と
結
び
合
せ
」
⑧
、

一「

現

在
の
地
域
理
解
に
お
け
る
地
域
変
遷
史
的
立
場
」
@
に
た
っ
て
、
過
去
の
地
域
を
「
常
に
現
在
の
そ
れ
を
媒
介
し
て
」
@
、

「
そ
の
時
代

ま
で
の
前
時
代
の
空
聞
が
投
影
」
@
さ
れ
た
、

「
厚
み
を
も
っ
先
史
地
域
全
体
」
@
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
教
授
は
、
任
意
の
時
点
に
お
け
る
静
止
し
た
空
間
ゃ
、
各
文
化
期
か
ら
な
る
小
画
面
を
芳
慮
に
入
れ
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
包

括
し
た
先
史
時
代
の
地
域
の
全
体
を
一
つ
の
厚
い
空
間
と
し
て
と
ら
え
、
前
後
の
空
間
を
動
的
に
相
互
に
比
較
し
な
が
ら
、
現
在
の
地
域

に
ま
で
及
ぼ
そ
う
と
す
る
地
域
変
遷
史
の
、
厚
み
あ
る
一
時
期
の
地
表
空
間
と
し
て
芳
え
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
教
授
は
、
先
史
地
域
を



具
体
的
に
表
現
す
る
方
法
と
し
て
、
細
分
し
た
各
文
化
期
を
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
末
の
空
聞
に
投
影
す
る
と
共
に
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
包

括
し
た
先
史
地
域
と
し
て
、
先
史
時
代
の
末
(
弥
生
時
代
の
末
)

の
空
聞
に
投
影
し
た
画
面
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
@

一
方
神
尾
教
授
は
、
地
層
の
層
序
か
ら
過
去
の
生
活
地
表
を
復
原
し
、
そ
れ
ら
を
順
次
編
年
し
な
が
ら
現
在
に
及
ぼ
そ
う
と
さ
れ
て
い

る
。
@
時
の
空
間
を
復
原
し
、
と
れ
を
現
在
の
地
域
に
ま
で
及
ぼ
そ
う
と
す
る
点
で
、
藤
岡
教
授
の
地
域
変
遷
史
論
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
そ
の
立
場
や
方
法
に
お
い
て
著
し
い
違
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
教
授
の
方
法
は
、
地
層
の
層
序
に
遺
っ
て
い
る
過
去
の
住
民
が
生

活
し
た
ミ
ク
ロ
な
生
活
地
表
を
、
地
学
的
な
立
場
に
立
っ
て
一
枚
一
枚
は
が
し
取
り
、
具
体
的
に
可
視
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
方
法
は
、
堆
積
地
形
の
地
域
で
の
み
可
能
で
、
広
大
な
侵
蝕
地
形
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
堆
積
地
形
で
得
た
編
年
か
ら
類
推
す
る

ほ
か
は
な
い
。
ま
た
洪
積
層
や
沖
積
層
の
地
域
で
も
、
す
で
に
削
刺
さ
れ
て
い
た
り
、
再
堆
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
擾
乱
を
受
け
て
い

先・原史地域の諸問題

る
の
で
、
地
表
を
連
続
し
た
地
域
と
し
て
復
原
し
編
年
す
る
こ
と
が
む
つ
か
し
く
、

か
つ
厚
み
の
あ
る
時
代
の
地
域
と
し
て
、
広
い
地
域

を
と
ら
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

両
者
の
見
解
を
要
約
す
る
と
、
藤
同
教
授
は
包
括
的
に
厚
み
の
あ
る
マ
ク
ロ
な
地
域
と
し
て
と
ら
え
、
神
尾
教
授
は
、
分
析
的
な
薄
い

ミ
ク
ロ
な
生
活
地
表
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
、
前
者
は
、
広
い
地
域
に
わ
た
る
時
代
の
特
質
を
地
域
に
結
び
つ
け
、
総
括
的
な
、
時
代

の
地
域
全
体
の
性
格
を
把
握
す
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
後
者
は
、
局
地
的
な
狭
い
生
活
地
表
を
具
体
的
に
示
す
点
に
特
質
が
あ
っ
て
、
多

11 

く
の
点
で
対
蹄
的
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
ほ
か
に
、
先
・
原
史
時
代
の
文
化
地
域
や
文
化
事
象
を
復
原
す
る
方
法
と
し
て
、

一
般
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
考
古
学
的
復



原
法
や
、
三
友
国
五
郎
教
授
の
提
唱
さ
れ
る
社
会
経
済
史
的
、
民
族
学
的
類
推
法
な
ど
が
あ
る
。

12 

考
古
学
的
復
原
法
は
、
一
寸
一
口
う
ま
で
も
な
く
現
在
の
地
域
に
遺
存
す
る
文
化
遺
物
や
遺
跡
(
文
化
化
石
)
と
そ
の
包
含
層

(
文
化
化
石

層
)
と
か
ら
、
先
・
原
史
時
代
の
地
域
や
人
文
現
象
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
最
も
直
接
的
な
方
法
で
あ
る
。
文
献
を
欠
く
時
代
を
研
究
す

る
何
れ
の
学
問
で
も
、
大
な
り
小
な
り
こ
の
方
法
に
依
存
し
て
お
り
、
最
も
基
礎
的
な
方
法
な
い
し
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

ぅ
。
し
か
し
資
料
の
性
質
上
、
白
か
ら
限
界
が
あ
っ
て
、
生
き
た
具
体
的
な
姿
と
し
て
と
ら
え
得
な
い
点
に
欠
陥
が
あ
る
。

三
友
教
授
は
、
縄
文
初
期
の
集
落
に
示
現
さ
れ
た
地
域
的
社
会
集
団
か
ら
、
同
種
の
土
器
を
出
す
文
化
微
小
期
的
小
文
化
圏
を
考
え

て
、
そ
の
内
部
構
造
を
総
合
的
か
つ
具
体
的
に
把
握
し
、
化
石
地
域
に
お
け
る
集
落
を
生
き
た
地
域
現
象
と
し
て
と
ら
え
る
方
法
と
し

て
、
社
会
経
済
史
や
民
族
学
的
類
推
法
の
採
用
を
主
張
し
て
お
ら
れ
る
。
@
先
・
原
史
時
代
の
人
文
事
象
を
地
域
現
象
と
し
て
把
握
す
る

場
合
、
民
族
学
的
類
推
、
法
は
、
過
去
の
地
域
的
事
物
や
事
象
の
構
成
要
素
を
、
有
機
的
に
生
き
生
き
と
し
た
姿
相
と
し
て
、
具
体
的
か
っ

全
体
的
に
想
像
で
き
る
重
要
な
手
段
で
は
あ
る
が
、
類
型
化
し
て
推
測
す
る
謂
ば
間
接
的
な
三
角
形
的
逆
推
法
な
の
で
、
先
・
原
史
地
域

そ
の
も
の
の
現
象
の
実
態
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
て
、
右
に
見
た
諸
見
解
に
は
、
重
要
な
基
礎
的
理
論
や
具
体
的
で
有
効
な
方
法
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
理
論
と
方
法

の
特
質
を
生
か
し
、
先
・
原
史
地
域
を
把
握
す
る
方
法
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
組
み
合
せ
て
活
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
基
本
的
な
立
場
を
地
域
変
遷
史
論
に
お
い
て
、
具
体
的
に
は
、
ま
ず
上
記
の
諸
方
法
に
よ
り
文
化
微
小
期
毎
の
生
活
地
域

を
復
原
す
る
。

つ
い
で
、
環
境
と
の
関
係
や
厚
み
の
あ
る
マ
ク
ロ
な
地
域
の
包
括
的
な
地
域
性
を
掴
む
「
時
の
断
面
投
影
比
較
法
」
と
、

一
方
、
地
局
的
な
ミ
ク
ロ
な
生
活
地
表
が
析
出
で
き
る
地
層
の
層
序
か
ら
復
原
す
る
「
時
の
断
面
編
年
法
」
と
の
、
対
聴
的
な
両
面
か
ら

推
し
進
め
、
さ
ら
に
、
世
界
史
的
類
推
や
民
族
学
的
類
推
法
に
よ
っ
て
、
生
き
生
き
と
し
た
景
観
や
生
活
態
容
を
推
測
し
て
復
原
し
、
ダ



イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
具
体
的
な
地
域
と
し
て
、
総
合
的
に
把
握
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
次
の
表
に
こ
の
関
係
を
示
し
て
お
こ
う
ひ

な
お
右
の
何
れ
の
方
法
に
お
い
て
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
基
礎
資
料
は
、
先
史
学
と
考
古
学
と
の
知
見
や
、
自
然
地
域
を
研
究
す

先・原史地域の諸問題

→ 
マクロな地域 ミクロな地域

← 

i 文化期的地域 l文化小期的地域 l文化微小期的地域l生活地表

先
I無土器文化地域

史
文化化一一

地
早期の地域
前期の地域 土 石

E縄文支化地域 中期の地域 器 層
(}) 域 後期の地域 型

一一周序一一晩期の地域 一一ー一一一一-→;r:¥J一一一一一一一一

目U期の地域 の f乙

原 編 よ
中期の地域 る

I弥生文化地域 年 生
史 後期の地域 {乙

一一活地一一よ一一一一

生出 前期の地域
る 表

E古墳文化地域 中期の地域 地
域 域

後期の地域

地 域 構 造 と 地 おt 性
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る
第
四
紀
学
に
関
連
を
も
っ
た
諸
分
野
の
成
果
に
依
拠
す
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

回

先
・
原
史
時
代
に
お
け
る
人
文
地
域
の
検
討

広
く
先
・
原
史
地
域
に
関
し
た
地
域
区
分
の
必
要
性
や
そ
の

具
体
的
方
法
に
つ
い
て
は
、
藤
岡
謙
二
郎
教
授
に
よ
っ
て
理
論

と
と
も
に
笑
証
的
研
究
が
示
さ
れ
、
後
進
学
徒
に
拠
る
べ
き
指

針
が
与
え
ら
れ
た
o

品
川
筆
者
も
ま
た
教
授
の
指
導
の
も
と
に
、

先
史
地
域
の
説
明
図
と
い
っ
た
程
度
の
極
く
概
括
的
な
先
史
地

山
県
の
区
分
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
@
こ
と
で
は
地
域
論
の
角

度
か
ら
、
二
・
三
先
・
原
史
時
代
の
人
文
地
域
の
問
題
を
考
え

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

付

先
・
原
史
地
域
の
考
察
の
前
提

分
布
と
分
布
図

分
布
や
密
度
は
立
地
と
共
に
、
先
原
史
時

代
の
地
表
空
間
の
場
所
的
な
い
し
地
域
的
闇
定
ゃ
、
地
域
の
変

還
を
謹
付
け
る
上
に
不
可
欠
な
基
礎
的
概
念
で
あ
る
。
先
原
史



、
時
代
の
地
域
の
上
に
場
所
を
占
め
る
地
理
的
事
象
や
景
観
は
、
古
墳
そ
の
他
の
特
殊
な
記
念
物
が
地
表
に
遺
存
し
て
い
る
ほ
か
は
、
自
然

14 

の
削
剥
作
用
や
、
工
事
な
ど
の
偶
然
的
な
事
情
と
、
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
が
遺
跡
と
し
て
露
頭
を
現
わ
し
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
分
布
や
密
度
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
遺
跡
や
遺
物
の
発
見
地
も
、
上
記
の
条
件
の
ほ
か
、
調
査
者
の
偏
在
ゃ
、
調

査
の
精
度
に
む
ら
が
あ
る
の
で
、
作
製
さ
れ
た
分
布
図
は
偶
然
的
な
要
素
を
含
ん
だ
蓋
然
的
分
布
図
な
い
し
は
傾
向
的
分
布
図
と
し
て
理

解
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
密
度
の
場
合
も
ま
た
同
様
な
こ
と
が
言
え
る
。
ま
た
、
遺
跡
や
遺
物
の
発
見
地
は
年
々
そ
の
数
を
加
え
、

絶
え
ず
分
布
や
密
度
に
変
化
を
生
じ
て
い
る
の
で
、
時
の
断
面
ゃ
、
厚
み
の
あ
る
空
間
を
投
影
し
た
分
布
図
は
、
可
変
的
分
布
図
の
性
質

を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
分
布
に
基
礎
を
お
い
た
地
域
の
論
議
は
、
右
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
、
常
に
「
現
段
階
に
お
け
る
」
と
い

う
前
提
を
含
め
て
推
し
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
分
布
を
扱
っ
た
研
究
の
成
果
も
、
厳
密
に
言
え
ば
、
可
変
性
を
含
ん
だ
蓋

然
的
傾
向
的
な
帰
結
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
先
・
原
史
地
域
を
研
究
す
る
場
合
、
こ
の
点
に
充
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

点
・
線
・
面

化
石
化
し
て
し
ま
っ
た
先
・
原
史
時
代
の
地
域
(
景
観
)
は
、
生
き
た
現
在
の
地
域
(
景
観
)
と
同
様
点
と
線
と
面
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
村
落
選
跡
は
、
面
と
し
て
の
空
間
的
な
広
が
り
を
も
っ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
も
巨
視
的
に
見
る
と
点
で
あ
る
。
し

か
も
わ
が
国
で
は
、

一
村
落
を
完
掘
し
た
遺
跡
は
極
め
て
少
な
く
、
大
部
分
は
遺
物
散
布
地
や
包
含
地
の
よ
う
な
村
落
推
定
遺
跡
で
あ
っ

た
り
、
住
居
祉
・
宅
地
・
広
場
や
墳
墓
な
ど
の
村
落
を
構
成
す
る
個
々
の
要
素
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

線
と
し
て
の
交
通
路
は
、
登
呂
の
農
道
@
を
除
く
と
道
路
を
掘
り
出
し
た
例
が
な
く
、
直
接
交
通
遺
跡
か
ら
復
原
す
る
こ
と
は
至
難
で

あ
る
。
現
在
、
先
・
原
史
時
代
の
交
通
路
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
遺
跡
や
遺
物
の
所
在
地
と
、
分
布
と
密
度
ゃ
、
後
世
の
交
通

路
な
ど
か
ら
地
形
と
結
び
つ
け
て
推
考
し
た
推
測
的
交
通
路
で
あ
る
。



耕
地
の
よ
う
な
面
と
し
て
の
遺
跡
も
少
な
く
、
今
の
と
こ
ろ
登
呂
@
や
安
国
寺
@
な
ど
で
掘
り
出
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
付

近
の
地
形
を
復
原
し
、
当
時
の
可
耕
地
を
推
定
す
る
以
上
を
出
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
先
・
原
史
時
代
の
地
域
(
景
観
)
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
構
成
要
素
の
殆
ん
ど
が
、
点
と
し
て
の
遺
跡
や
遺
物
の
発
見

地
な
の
で
、
そ
れ
ら
を
地
形
に
結
び
つ
け
、
線
と
し
て
の
交
通
路
や
、
面
と
し
て
の
耕
地
と
狩
場
を
推
定
し
た
上
で
、
広
が
り
を
も
っ
た

地
域
(
景
観
)
と
し
て
想
定
し
た
謂
ば
推
測
的
地
域
(
景
観
)
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
、
研
究
物
を
利
用
す
る
人
達

も
、
右
の
諸
点
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
用
い
ね
ば
な
ら
な
い
。

lニ)

先
・
原
史
時
代
の
文
化
地
域

先
史
地
域
や
原
史
地
域
は
、
現
在
の
地
域
と
同
様
目
的
や
観
点
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

調
査
や
研
究
の
便
宜
上
あ
ら
か
じ
め
設
定
す
る
形
式
地
区
(
形
式
地
域
)
と
、
調
査
と
研
究
の
結
果
、
地
理
的
事
象
や
景
観
の
特
質
に

よ
っ
て
そ
の
分
布
範
囲
を
区
分
す
る
実
質
地
区
(
実
質
地
域
)
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
@
こ
こ
で
は
人
文
地
域
の
う
ち
で
も
実
質
地
域
に

先・原史地域の諸問題

つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

実
質
地
域
は
、
先
・
原
史
地
域
の
場
合
理
論
上
、
均
等
地
域

H
5
8
8
8
8
5
5
m
-
s
(
等
質
地
域
ロ
ロ
広

2
B
B
m
Zロ
)
と
統

地
域

ロ。皆、戸
H
O
M
山
由
。
ロ
ゃ
、
統
一
的
実
在
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
総
合
的
な
地
理
学
的
地
域

m
g
m
g
H
U
E
S
-
B
m
Zロ
@
と
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
実
際
に
は
資
料
に
制
約
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
の
空
間
の
限
界
を
厳
密
か
つ
具
体
的
に
区
分
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
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均
等
地
域
は
、
比
較
的
と
ら
え
や
す
い
の
で
そ
の
例
が
多
く
、
例
え
ば
、
文
化
の
特
質
と
か
生
産
様
式
ゃ
、
土
器
、
石
器
、
金
属
器
の

型
式
や
様
式
な
ど
を
指
標

Q
X
R
U
に
し
た
分
布
区
が
そ
れ
で
、
さ
ら
に
細
分
さ
れ
た
指
標
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
均
等
地
域
を
描
き
出
す



こ
と
が
で
き
る
。
縄
文
式
土
器
や
弥
生
式
土
器
の
分
布
か
ら
、
縄
文
式
土
器
地
域
と
弥
生
式
土
器
地
域
が
描
き
出
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
を
、

16 

土
器
の
様
式
に
地
域
の
文
化
相
が
表
出
さ
れ
て
い
る
と
看
倣
す
場
合
は
、
縄
文
文
佑
地
域
や
弥
生
文
化
地
域
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
し
、

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
花
小
期
や
微
小
期
毎
に
均
等
地
域
を
描
出
す
る
と
と
も
可
能
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
縄
文
早
期
の
土
器
を

指
標
に
し
た
北
海
道
押
型
文
文
化
地
域
、
田
戸
・
住
吉
町
系
文
化
地
域
、
井
草
・
稲
荷
台
系
文
化
地
域
、
押
型
文
文
化
地
域
、
曽
畑
系
文

化
地
域
な
ど
の
文
化
地
域
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
⑬

ま
た
石
器
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
硬
玉
製
品
の
分
布
地
域
や
、
@
黒
曜
石
⑮
・
サ
ヌ
カ
イ
ト
製
品
の
分
布
地
域
、
杭
形
石
匙
と
横
形
石
匙

の
分
布
地
域
、
有
柄
石
鍛
や
無
柄
石
鍛
の
分
布
地
域
@
な
ど
も
描
出
で
き
る
し
、
金
属
器
の
場
合
も
、
銅
剣
・
銅
鉾
・
銅
鐸
の
分
布
地

域
@
や
同
氾
鏡
の
分
布
地
域
⑬
な
ど
も
、
形
式
や
様
式
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
一
種
の
均
等
地
域
と
し
て
掴
む
こ
と
が
で
き
る
。

先
・
原
史
地
域
を
分
析
的
な
指
標
で
描
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
布
区
で
一
様
性
を
示
す
静
態
的
な
均
等
地
域
は
、
薄
い
空
間
と
し
て
も

厚
い
空
間
と
し
て
も
と
ら
え
ら
れ
、

そ
れ
自
身
絶
対
分
布
図
と
し
て
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
、
法
で
描
出
さ
れ
た
個
々
の
均

等
地
域
を
、
地
理
学
の
観
点
か
ら
相
互
の
関
連
に
検
討
を
加
え
、
後
述
す
る
実
質
地
域
や
自
然
地
域
と
の
関
係
を
考
慮
し
な
が
ら
重
ね
合

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
合
的
な
地
理
学
的
地
域
、
す
な
わ
ち
地
理
区
に
纏
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
の
よ
う
な
、
先
・
原
史
時
代

の
均
等
地
域
の
描
出
を
地
理
学
研
究
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
先
・
原
史
地
域
の
分
析
的
研
究
の
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
、
先
・
原
史
地
理

区
設
定
の
前
提
的
作
業
で
あ
り
、
描
き
出
さ
れ
た
均
等
地
域
の
分
布
図
は
、
そ
れ
自
身
、
活
用
範
囲
の
広
い
資
料
と
し
て
の
価
値
を
も
っ

て
い
る
。

次
に
統
一
地
域
は
、
機
能
地
域
あ
る
い
は
結
節
地
域
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
核
心
的
組
織
体
と
そ
の
関
係
地
域
と
が
、
同
一
の
機
能
で

結
合
し
た
動
態
的
な
完
結
地
域
で
あ
っ
て
、
⑬
核
心
と
支
配
圏
(
吸
引
圏
・
交
渉
圏
・
影
響
圏
)
と
い
っ
た
、
核
と
圏
の
概
念
で
と
ら
え



ら
れ
る
非
可
視
的
な
有
機
的
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
を
先
・
原
史
時
代
の
地
域
に
当
て
て
考
る
と
、
地
理
的
現
象
や
景
観
が
化
石
化
し
て
し

ま
っ
て
い
る
た
め
に
具
体
的
な
結
合
関
係
を
地
域
の
上
で
と
ら
え
難
く
、
従
っ
て
統
一
地
域
と
し
て
復
原
す
る
こ
と
が
む
つ
か
し
い
の
で

実
証
的
な
研
究
例
が
少
な
い
。

先
・
原
史
時
代
の
統
一
地
域
は
、
結
合
の
条
件
や
結
合
地
域
の
広
狭
に
よ
っ
て
、
質
的
な
強
弱
の
差
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
核

に
な
る
組
織
体
と
結
合
す
る
場
合
、
文
化
圏
と
か
交
易
圏
の
よ
う
に
、
比
較
的
単
純
な
条
件
や
包
括
的
な
弱
い
条
件
で
結
び
つ
い
た
広
い

地
域
と
、
村
落
共
同
体
と
そ
の
生
活
地
域
と
か
、
弥
生
前
期
の
部
落
国
家
の
よ
う
に
、
日
常
生
活
や
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
な
ど
の

複
合
的
な
要
素
で
、
密
接
に
結
合
し
た
強
く
て
比
較
的
狭
い
結
合
地
域
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
均
等
地
域
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る

も
の
の
中
に
も
、
角
度
を
変
え
て
見
る
と
石
器
や
青
銅
器
な
ど
の
分
布
地
域
の
ご
と
く
、
指
標
と
し
た
遺
物
が
、
生
産
地
と
輸
送
や
消
費

地
と
い
っ
た
一
連
の
需
給
関
係
で
、
核
心
地
と
有
機
的
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
姫
島
産
の
黒
曜
石
の
分

布
地
域
も
、
原
石
の
産
出
地
大
分
県
姫
島
を
中
心
と
し
た
消
費
圏
と
し
て
、
需
給
関
係
で
結
合
し
た
統
一
地
域
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が

先・原史地域の諸問題

で
あ
る
。
ま
た
銅
剣
・
銅
鉾
の
分
布
地
域
も
角
度
を
変
え
て
、
需
給
関
係
か
ら
見
る
と
分
布
固
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
熔

氾
を
出
す
九
州
北
部
を
中
心
と
す
る
地
域
と
、
そ
れ
を
山
山
さ
な
い
広
い
分
布
地
域
と
の
聞
に
は
、
銅
器
の
需
給
関
係
を
通
し
て
結
合
関
係

が
考
え
ら
れ
、
銅
器
に
象
徴
さ
れ
る
政
治
・
社
会
・
経
済
・
文
化
な
ど
で
結
び
つ
い
た
一
種
の
統
一
地
域
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
、
弥
生
時
代
の
部
族
国
家
や
小
民
族
国
家
な
ど
の
統
一
地
域
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
政
治
中
心
地
と
そ

の
版
図
は
描
出
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
た
だ
古
墳
時
代
の
国
造
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
や
考
古
学
の
分
野
か
ら
研
究
が
進
み
、
行
政

17 

の
中
心
地
や
行
政
地
域
の
大
体
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
@

次
に
、
先
・
原
史
時
代
の
結
節
地
域
と
み
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
最
も
狭
く
て
結
合
が
強
い
地
域
的
社
会
集
団
、
す
な
わ
ち
村
落
共
同



体
を
中
心
と
し
た
生
活
地
域
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
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こ
れ
ら
は
共
同
体
と
し
て
有
機
的
に
結
合
し
た
村
落
を
核
心
に
、
そ
の
村
落
を
支
え
て
い
た
生
産
地
域
(
狩
場
・
漁
場
・
農
場
)
と
が

不
可
分
的
に
結
び
つ
い
た
、
統
一
地
域
の
中
で
も
最
も
小
さ
い
機
能
的
単
位
地
域
で
あ
る
。
村
落
遺
跡
は
、
先
述
の
よ
う
に
完
掘
さ
れ
た

例
@
が
少
な
い
け
れ
ど
も
、
住
居
祉
や
墳
墓
な
ど
、
村
落
の
一
部
を
発
掘
し
て
い
る
例
は
頗
る
多
く
、

し
か
も
地
形
と
直
接
結
び
つ
け
て

研
究
で
き
る
の
で
可
成
り
具
体
的
に
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

村
落
の
機
能
や
内
部
の
構
造
と
規
模
は
、
文
化
期
や
場
所
と
地
域
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。
無
土
器
時
代
の
村
落
の
構
造

は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
い
が
、
縄
文
・
弥
生
・
古
墳
時
代
を
通
し
て
概
括
的
に
言
う
と
、
普
通
、
村
落
の
内
部
に
は
数
軒
か
ら
十
数

軒
の
住
居
が
集
っ
て
、
貯
蔵
庫
と
広
場
や
墓
地
・
園
地
な
ど
の
付
属
施
設
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
部
地
方
以
東
の
縄
文
前
期
か

ら
後
期
の
時
期
に
は
、
環
状
列
石
の
よ
う
な
特
殊
建
造
物
@
を
も
っ
て
い
た
り
、
弥
生
・
古
墳
時
代
の
村
落
に
は
溝
状
や
土
堤
状
の
囲

郭
@
を
緯
し
た
も
の
も
あ
る
。

生
産
地
域
も
ま
た
村
落
の
機
能
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
主
と
し
て
捕
採
経
済
に
依
存
し
て
い
た
縄
文
時
代
の
村
落
で
は
、
周
囲

の
山
野
が
狩
場
で
あ
っ
た
り
、
前
面
の
湖
海
が
漁
場
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
地
域
と
し
て
正
確
に
固
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
弥
生
時
代
の
農
耕
地
は
、
前
述
の
よ
う
に
可
視
的
に
と
ら
え
ら
れ
な
い
場
合
が
多
い
が
、
地
形
を
復
原
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

水
田
の
可
耕
地
が
推
定
で
き
、
高
地
性
村
落
遺
跡
の
立
地
と
分
布
か
ら
、
山
腹
や
台
地
の
畑
作
可
能
地
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
o
@

五

先
・
原
史
地
域
に
お
け
る
景
観
の
変
貌

変
貌
と
い
う
語
の
含
む
概
念
は
、
語
源
の
問
題
は
別
と
し
て
、
こ
れ
が
地
理
学
上
の
用
語
と
し
て
伎
わ
れ
る
場
合
、
近
似
な
意
味
を
も

っ
た
変
容
や
変
遷
と
並
べ
て
比
較
す
れ
ば
白
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
変
貌
は
、

一
般
に
狭
い
地
域
に
お
け
る
短
期
間
の
外
観



的
な
変
化
を
指
す
と
き
に
用
い
ら
れ
、
変
容
は
外
観
的
な
形
状
と
い
う
意
味
と
と
も
に
質
的
な
内
容
を
含
ん
だ
変
化
を
示
す
場
合
に
使
わ

れ
る
。
ま
た
変
遷
は
、
両
語
の
意
味
よ
り
も
さ
ら
に
広
く
、
外
観
と
内
容
を
含
ん
だ
、
長
期
間
の
広
い
地
域
を
指
す
と
き
に
使
わ
れ
る
よ

う
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
地
域
の
変
貌
と
い
う
言
葉
は
、
比
較
的
狭
い
地
域
の
短
い
期
聞
に
見
ら
れ
る
外
観
的
な
変
化
、
す
な
わ
ち
景
観
の
変
化
を

指
す
場
合
に
用
い
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
狭
い
意
味
の
ほ
か
に
、
変
容
や
変
遷
を
含
め
た
広
い
意
味
に
使
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
厚
い
空
間
を
取
り
扱
う
先
・
原
史
地
域
の
特
質
上
、
狭
い
意
味
を
含
め
て
広
い
意
味
に
使
い
、
先
・
原
史
地
域
の
主
に
景

観
の
変
化
に
つ
い
て
、
筆
者
が
調
べ
た
二
つ
の
例
を
あ
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ト)

秋
吉
台
地
の
景
観
変
貌

筆
者
は
先
に
、
浜
田
清
吉
教
授
@
の
後
を
う
け
て
台
上
の
組
織
的
な
地
表
探
査
を
行
い
、
発
見
し
た
考

古
学
上
の
資
料
に
基
い
て
大
ま
か
な
文
化
期
上
の
編
年
を
試
み
、
人
類
居
住
の
変
遷
を
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
@
こ
と
で
は
、
遺
物
の

先・原史地域の諸問題

特
質
と
、
そ
れ
ら
の
示
す
人
文
生
態
を
地
形
や
植
生
に
照
し
合
せ
、
台
面
で
の
集
落
景
観
の
推
移
と
植
生
変
化
の
関
係
を
推
考
し
て
み
よ

う

現
在
秋
吉
台
は
、

カ
ル
ス
ト
高
原
特
有
の
自
然
環
境
が
生
産
活
動
や
永
住
に
不
適
当
な
た
め
、
台
面
の
縁
辺
に
あ
る
樹
林
地
に
開
拓
村

落
が
あ
る
ほ
か
に
は
、
永
住
の
民
家
は
全
く
見
当
ら
な
い
。
ム
ロ
面
は
緩
か
な
起
伏
の
あ
る
波
状
の
高
原
で
、
丈
の
低
い
温
帯
草
原
の
雑
草

が
蔽
い
、
彩
し
い
ド
リ
ネ
と
ウ
パ

l
レ
ゃ
、

カ
レ
ン
フ
ェ
ル
ド
が
景
観
に
独
特
な
変
化
を
与
え
て
い
る
。
数
少
な
い
ス
プ
リ
ン
グ
の
ほ
と

19 

り
に
広
葉
樹
が
茂
り
、
開
拓
者
が
拓
い
た
小
さ
な
畑
が
赤
い
テ
ラ
ロ
ッ
サ
の
地
肌
を
み
せ
、
台
面
の
一
隅
に
、
科
学
博
物
館
や
展
望
台
な

ど
の
近
代
建
築
が
陽
光
に
映
え
て
い
る
と
い
っ
た
景
観
で
あ
る
。



集
落
の
廃
嘘
と
推
定
さ
れ
る
確
か
な
遺
跡
は
、
三
箇
所
の
縄
文
遺
跡
や
、

一
箇
所
の
弥
生
遺
跡
と
、
中
世
の
遺
跡
三
箇
所
で
あ
る
が
、

20 

遺
物
発
見
地
は
右
の
ほ
か
、
縄
文
式
約
十
地
点
、
弥
生
式
一
地
点
、
中
世
の
も
の
七
地
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
縄
文
関
係
の
も
の
が
最

も
多
く
、
中
世
、
弥
生
の
順
で
、
確
か
な
古
墳
時
代
の
も
の
は
全
く
見
当
ら
な
い
。
ま
た
縄
文
式
の
遺
物
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
早
期
や
前

期
の
も
の
が
殆
ん
ど
で
、
弥
生
式
の
も
の
は
中
期
に
限
ら
れ
て
い
る
。
窪
や
久
保
と
名
の
つ
く
遺
跡
の
地
名
が
語
る
よ
う
に
、
台
地
で
も

低
い
場
所
の
ド
リ
ネ
聞
の
分
界
面
と
か
、
ウ
パ

l
レ
底
に
見
出
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
、
縄
文
と
中
世
の
も
の
が
重
複
し
た
の
が
多

い
た
る
と
こ
ろ
に
か
な
く
そ
す
な
わ
ち
鉄
津
が
こ
ろ
が
っ
て
お
り
、
か
つ
て
付
近
に
た
た
ら
が
あ
っ
た
こ
と

ぃ
。
な
お
こ
の
台
地
に
は
、

を
示
唆
し
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
の
資
料
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
台
地
で
の
人
類
の
出
現
が
縄
文
早
期
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
彼
等
は
、
前

期
頃
ま
で
居
住
し
て
い
る
が
、
中
期
に
な
っ
て
姿
を
没
し
再
び
弥
生
中
期
に
な
っ
て
現
わ
れ
、
さ
ら
に
有
史
時
代
の
中
世
に
な
っ
て
村
落

を
営
ん
で
い
る
と
い
う
よ
う
に
間
歓
的
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
居
住
の
間
歌
的
な
変
遷
は
、
人
類
の
台
地
の
利
用
に
関
連
し
て
植
生
の
変
化
と
深
い
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
気
候
が
温
暖
で
あ
っ
た
縄
文
初
期
に
は
、
@
今
も
台
地
の
一
部
に
残
っ
て
い
る
よ
う
な
広
葉
樹
の
原
始
林
が
茂
り
、
現
在
、
ヵ
レ

ン
フ
ェ
ル
ド
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
削
剥
の
進
ん
だ
と
こ
ろ
は
当
時
草
原
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
樹
林
と
草
原
が
織
り
な
す
ま
だ
ら
模
様
の

景
観
を
示
し
、
強
風
を
防
ぐ
森
林
の
中
で
、
狩
猟
を
生
業
に
し
た
縄
文
人
達
が
湧
泉
の
ほ
と
り
に
村
落
を
営
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

縄
文
中
期
か
ら
腕
期
に
か
け
て
の
遺
物
や
遺
跡
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
確
か
に
な
か
っ
た
と
断
言
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
植

生
の
変
化
を
推
考
す
る
こ
と
は
さ
し
ひ
か
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
弥
生
時
代
に
、
全
国
的
に
高
地
性
集
落
が
発
達
し
た
中
期
に
限
っ
て



石
鍛
の
少
な
い
村
落
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
焼
畑
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
お
り
、
と
れ
が
森
林
の
減
少
と
草
原
化

を
生
じ
た
一
原
因
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
台
面
か
ら
住
民
が
姿
を
消
し
た
古
墳
時
代
に
は
、
現
在
に
近
い
よ

う
な
草
原
景
観
に
変
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
直
接
的
な
原
因
が
長
登
り
の
銅
山
ゃ
、
台
面
に
散
布
す
る
鉄
津
が
示
唆

す
る
よ
う
に
、
製
錬
用
の
薪
材
と
し
て
伐
採
さ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
以
上
は
、
秋
吉
台
地
の
景
観
の
変
貌
を
、
地
表
探
査
で
採
集
し
た
資
料
か
ら
考
古
地
理
学
の
面
か
ら
推
測
し
た
に
す
ぎ
な
い

の
で
、
な
お
そ
の
前
提
に
、
他
の
分
野
か
ら
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
幾
多
の
問
題
が
横
わ
っ
て
お
り
、
今
後
、
そ
れ
ら
の
研
究
の
成
果
を
ま

っ
て
芳
察
を
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

{二)

山
口
県
島
田
川
中
流
の
天
王
遺
跡
群
に
み
る
原
史
村
落
の
変
貌

天
王
遺
跡
群
は
、
周
南
丘
陵
を
潤
し
て
周
防
灘
に
注
ぐ
、
島
田

川
中
流
の
丘
上
に
遣
っ
た
原
史
時
代
の
村
落
選
跡
で
あ
る
。
か
つ
て
山
口
大
学
島
田
川
遺
跡
調
査
団
が
調
査
を
行
い
、
天
王
遺
跡
群
は
こ

先・原史地域の諮問題

の
と
き
発
掘
せ
ら
守
れ
た
が
、
@
筆
者
は
そ
の
後
も
引
き
続
い
て
調
査
と
研
究
を
続
け
て
き
た
⑧
O

み
つ
お

と
れ
ら
の
遺
跡
は
、
三
正
盆
地
の
北
東
隅
に
つ
き
で
た
台
地
状
の
三
つ
の
丘
の
頂
に
立
地
し
、
島
田
川
支
流
の
中
村
川
と
石
光
川
の
狭

て

ん

の

う

お

か

の

や

ま

い

し

み

つ

い
谷
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
群
の
う
ち
、
主
な
村
落
遺
跡
は
、
天
王
、
岡
山
、
石
光
の
三
遺
跡
で
、
成
立
の
時
期
が
多
少
づ
れ

て
い
る
。

最
も
早
く
成
立
し
た
の
は
天
王
遺
跡
で
、
三
つ
の
正
の
中
央
の
、
斜
面
が
急
で
頂
の
平
た
い
、
比
高
三
五
米
内
外
の
花
尚
岩
丘
に
位
置
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を
占
め
、
弥
生
時
代
の
前
期
の
末
か
ら
中
期
以
後
、
古
墳
時
代
に
及
ぶ
A・

B
・
C
・

D
-
E
の
五
つ
の
遺
跡
と
、
二
つ
の
後
期
古
墳
と

お
か
の
や
ま

か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
西
に
あ
る
岡
山
遺
跡
は
、
中
村
川
の
谷
を
挟
ん
で
天
王
遺
跡
に
相
対
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
比
高
四

O
米
内

外
の
頂
上
が
平
坦
な
花
肖
岩
丘
の
上
に
、
古
生
層
の
小
正
が
あ
っ
て
、
そ
の
付
近
に
、
弥
生
中
期
と
後
期
終
末
の
村
落
祉
が
重
複
し
て
い



る
。
ま
た
石
光
遺
跡
は
、
天
王
台
地
の
東
に
当
る
石
光
川
の
谷
を
隔
て
た
、
丘
陵
の
上
に
の
る
小
村
落
の
廃
櫨
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
農
業
村
落
の
遺
跡
で
、
米
・
大
豆
・
小
豆
・
緑
豆
・
梅
・
桃
・
あ
ん
ず
な
ど
の
、
園
地
や
畑
地
と
水
田
の
存
在
を

示
す
炭
化
し
た
栽
培
植
物
の
果
実
を
出
し
て
い
る
。
@
現
在
の
民
家
は
す
べ
て
山
麓
に
群
在
し
、
台
地
の
上
に
畑
が
聞
け
、
鹿
市
松
や
赤
松

と
雑
木
林
に
な
っ
て
い
る
が
、
岡
山
遺
跡
か
ら
掘
り
出
し
た
植
物
遺
体
の
中
か
ら
、
密
林
下
に
生
育
す
る
ミ
ヅ
キ
や
、
多
く
の
広
葉
樹
の

材
が
検
出
さ
れ
、
当
時
は
、
今
も
山
麓
に
見
る
よ
う
な
常
緑
の
広
葉
樹
林
が
茂
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
@

さ
て
、
以
上
の
知
見
を
総
合
し
て
、
原
史
地
理
学
の
見
地
か
ら
推
考
さ
れ
る
原
始
時
代
の
村
落
景
観
の
変
貌
を
描
写
し
て
み
よ
う
。

島
田
川
河
畔
の
、
天
王
台
地
に
茂
っ
た
原
始
林
を
伐
り
拓
い
て
、
初
め
て
農
村
が
成
立
し
た
の
は
弥
生
時
代
の
前
期
も
末
、
中
期
の
初

め
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
等
は
、
河
畔
の
低
地
を
見
お
ろ
す
、
展
望
に
優
れ
た
台
地
端
に
集
落
を
営
み
、
そ
の
東
北
の
境
に
は
巨
大
な
空

お
か
の
や
ま

濠
を
掘
り
、
閉
じ
丘
の
東
北
端
に
箱
式
石
棺
の
墓
地
区
(
天
王
C
)
を
設
け
た
。
人
口
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
間
も
な
く
西
隣
の
岡
山

の
頂
に
子
村
を
つ
く
り
、
中
期
の
末
か
後
期
の
初
頭
に
は
、
さ
ら
に
東
の
石
光
の
丘
の
上
に
も
分
村
を
営
ん
で
、

と
も
に
墓
地
を
共
有
す

る
親
村
と
子
村
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
彼
等
は
、
住
居
の
周
り
に
桃
や
梅
・
あ
ん
ず
な
ど
の
果
樹
を
植
え
、
丘
の
上
で
畑
を
耕

し
、
山
麓
に
水
田
を
営
ん
で
い
た
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
村
落
は
、
後
期
前
半
の
頃
丘
の
上
か
ら
姿
を
消
し
、
村
落
は
廃
嘘
に
変
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
の
と
こ
ろ
、

な
ぜ
村
落
を
放
棄
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
確
か
な
原
因
は
わ
か
ら
な
い
。

そ
の
後
再
び
、
弥
生
時
代
か
ら
土
師
時
代
に
移
る
過
渡
期
の
頃
、
岡
山
と
天
王
B
と
の
二
つ
の
丘
に
村
落
が
つ
く
ら
れ
て
、
彼
等
は
も

と
の
墓
地
(
天
王
C
)
に
壷
棺
墓
を
営
ん
だ
。
や
が
て
古
墳
時
代
に
入
る
と
、

一
斉
に
低
地
に
降
っ
て
、
現
在
の
村
落
と
同
よ
う
な
、
天

王
台
地
の
西
麓
(
天
王

D
)
や
、
島
田
川
を
隔
て
た
川
尻
な
ど
の
低
い
場
所
に
住
み
、
こ
の
期
の
末
に
な
る
と
、
天
王
台
地
の
上
に
あ
る



弥
生
時
代
の
村
落
が
あ
っ
た
場
所
に
、

ム
ラ
の
首
長
の
奥
都
城
を
築
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
@

右
に
述
べ
た
、
村
落
景
観
の
変
貌
の
描
写
に
用
い
た
基
礎
資
料
や
、
村
落
の
変
遷
に
及
し
た
営
力
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
詳
し
く
書
い

た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
⑬
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
す
る
。

な
お
、
二
箇
以
上
の
統
一
地
域
の
縁
変
が
接
触
し
交
錯
す
る
場
合
に
は
、
質
的
な
変
貌
(
変
容
)
を
生
じ
て
漸
移
地
域
(
地
帯
)
を
形
成
す

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
と
に
一
方
の
統
一
地
域
の
中
核
的
組
織
体
が
優
勢
で
、
勢
力
圏
を
地
域
的
に
拡
張
し
、
異
質
文
化
圏
を
被
覆
し
渉
透

す
る
よ
う
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
お
い
て
特
に
顕
著
で
あ
る
。
例
え
ば
、
縄
文
文
化
圏
に
弥
生
文
化
圏
が
張
り
出
し
て
、
中
部
山
岳
地
方
か

ら
東
北
地
方
に
か
け
て
接
触
土
器
文
化
地
域
を
生
じ
た
り
、
@
大
和
政
権
の
勢
力
が
夷
蝦
地
に
拡
張
し
て
い
っ
た
古
墳
時
代
か
ら
、
奈
良

-
平
安
時
代
に
み
る
政
治
・
経
済
・
社
会
や
文
化
の
変
貌
(
変
容
)
も
そ
の
好
例
で
あ
る
。
@

む

す

び

ル
仙
石
佑
し
た
厚
い
空
聞
を
扱
う
先
・
原
史
地
理
学
は
、
そ
の
基
礎
資
料
に
制
約
さ
れ
て
広
い
地
域
の
復
原
が
む
つ
か
し
く
、
推
測
的
地

先・原史地域の諮問題

域
の
概
括
的
な
考
察
に
止
ま
る
か
、
局
地
的
な
狭
い
地
域
の
研
究
に
限
ら
れ
や
す
い
。
し
か
も
考
察
の
前
提
に
な
る
基
礎
学
科
の
研
究
も

な
お
披
行
的
な
現
状
な
の
で
、
具
体
な
地
域
の
復
原
と
そ
れ
に
基
く
地
理
学
的
研
究
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
先
・
原
史
地
理
学
自
身
の
場

合
、
有
史
地
理
学
の
分
野
に
比
べ
て
実
証
的
な
研
究
例
が
少
な
く
、

理
論
的
基
礎
の
研
究
と
と
も
に
、
特
に
、
組
織
的
な
実
証
研
究
を
推

し
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。

註
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(1) 

ニニ
1
l

二
三
頁
。

浜
田
耕
作
・
通
論
考
古
学

一
七
|
一
八
頁
・
駒
井
和
愛
編

考
古
学
概
説

後
藤
守
一
・
日
本
考
古
学

四
l
五
頁
。
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小
林
行
雄
・
日
本
考
古
学
概
説

一
三
頁
。

(2) 

森
本
六
爾
・
日
本
青
銅
器
時
代
地
名
表
(
岡
書
院
、
昭
、
四
)
の
よ
う
に
、
昭
和
の
初
期
ま
で
、
弥
生
時
代
の
ζ

と
を
日
本
青
銅
器
時
代
と
い
う

別
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

(3) 

直
良
信
夫
・
葛
生
前
河
原
洞
窟
と
同
所
出
土
の
人
類
化
石
骨
(
考
古
学
雑
誌
三
八
の
二
)

一
i
二
二
頁
。

直
良
信
夫
・
日
本
旧
石
器
時
代
の
研
究
(
寧
楽
書
房
)

一
五
七

l
二
O
一
頁
。

清
野
謙
次
・
日
本
に
於
け
る
初
期
石
期
時
代
の
文
化
と
住
民
(
考
古
学
雑
誌
三
八
の
二
)

三一
1

四
九
頁
。

鈴
木

尚
・
日
本
人
の
起
源
(
歴
史
教
育
七
の
一
二
)

一I
l
二
頁
。

鈴
木

尚
・
牛
川
鉱
山
で
発
見
さ
れ
た
洪
積
世
人
類
の
上
腕
骨
(
科
学
一
九
五
九
)

九
八

l
四
O
二
頁
。

(4) 

清
野
謙
次
・
前
掲
論
文

コ
コ
ア
l
四
O
頁。

直
良
信
夫
・
前
掲
書

一
六
一

l
一
六
三
頁
。

杉
原
荘
介
・
日
本
に
お
け
る
石
器
文
化
の
階
梯
に
つ
い
て
(
考
古
学
雑
誌
三
九
の
二
)

無
土
器
文
化
(
日
本
評
論
新
社
)
昭
、
三
二
年
。

二一

l
二
五
頁
。

芹
沢
長
介
・
先
史
時
代
王

(5) 

和
島
誠
一
・
西
日
本
に
お
け
る
古
代
鉄
器
中
の
炭
素
量
(
資
源
科
学
研
究
所
集
報
第
四
八
号
)

五
三

l
五
六
頁
。

乙
益
重
隆
氏
は
、
熊
本
県
玉
名
郡
斎
藤
山
貝
塚
に
お
い
て
、
夜
臼
式
土
器
を
伴
っ
た
板
付
式
土
器
と
と
も
に
、
鉄
製
の
鋤
先
を
倹
出
し
、
筆
者
は

山
口
県
豊
北
町
角
島
沖
田
遺
跡
出
土
の
遠
賀
川
式
土
器
の
底
部
に
、
鉄
製
品
の
断
片
二
倍
と
、
籾
の
圧
痕
一
箇
を
も
っ
土
器
を
実
見
し
た
。
こ
れ

ら
か
ら
見
て
も
、
鉄
製
品
は
弥
生
時
代
の
最
初
期
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(6) 

駒
井
和
愛
・
八
幡
一
郎
氏
監
修
の
日
本
評
論
新
社
刊
「
考
古
学
ノ
ト
」
に
は
、
先
史
時
代
を
I
E
と
に
分
け
、
原
史
時
代
に
弥
生
文
化
と
古
墳
文

化
を
含
め
て
い
る
。

(7) 

小
牧
実
繁
・
先
史
地
理
学
研
究
(
内
外
出
版
印
刷
)

九
八

l
一
一
」
頁
。
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(9) (8) 

小
牧
実
繁
・
前
掲
書

一O
六
l

一O
七
頁

藤
岡
謙
二
郎
・
先
史
地
理
学
(
新
地
理
学
講
座
第
七
巻
歴
史
地
理
)
コ

(10) 

藤
岡
謙
二
郎
・
前
掲
書

三
ニ

1
三
三
一
員
。

日1)

藤
岡
謙
二
郎
・
前
掲
書

三
二
頁
。

日司

藤
岡
謙
二
郎
・
先
史
地
域
及
び
都
市
域
の
研
究
(
柳
原
書
居
)

藤
岡
謙
二
郎
・
同
書
、
同
頁
。

五
八

l
五
九
頁
。

(13) (H] 

リ
ッ
ケ
ル
ト
著

佐
竹
哲
雄
・
豊
川
昇
訳
・
文
化
科
学
と
自
然
科
学
(
岩
波
書
居
)

昭

一
四
。

内
田
寛
一
・
歴
史
地
理
学
序
説
(
歴
史
地
理
講
座
第
一
巻
)

一
ー
一
一
京
、

二
頁
。

4日

小
牧
実
繁
・
先
奥
地
理
学
研
究

一
O
六

i
一
二
四
頁
。

藤
岡
謙
二
郎
・
先
史
地
域
及
び
都
市
域
の
研
究

四
二

l
六
七
頁
。

同
・
先
更
地
理
学
(
前
掲
書
)

一八

l
五
九
頁
。
内
田
覚
一
・
歴
史
品
川
理

学
序
説
(
前
掲
書
)
六
頁
。

野
間
三
郎
・
歴
史
地
理
学
の
発
達
(
歴
史
地
理
講
座
第
一
巻
)

二
O
l四
五
頁
。

u日

内
田
寛
一
・
前
掲
書

藤
岡
謙
二
郎
・
先
史
地
域
及
び
都
市
域
の
研
究
(
前
掲
書
)
四
三

i
六
七
賞
。

同
・
歴
興
地
理
学
と
そ
の
研
究
法
(
歴
史
地
理
・
郷
土
地
理
)
七

六
頁
。

日百

一
一
一
|
七
五
頁
。
同
・
先
史
時
代
の
地
理
的
研
究
(
歴
史
地
理
講
座

第
一
一
一
巻
)

一一

l
一
三
頁
o

(18) 

弥
生
文
化
の
起
源
の
実
年
代
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
推
定
年
代
に
つ
い
て
も
、
西
紀
前
三
百
年
前
後
と
か
、
前
二
百
年
代

と
す
る
人
が
あ
っ
て
定
説
が
な
い
が
、
大
体
西
紀
前
二
世
紀
頃
と
し
て
お
く
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
杉
原
荘
介
・
弥
生
式
文
化
(
図
説
日
本
文
化

史
大
系
工
)
一
六
四
頁
。
清
水
潤
三
・
倉
田
芳
郎
・
原
史
時
代
工

弥
生
文
化
(
日
本
評
論
新
社
)
二

O
l二
四
頁
。

U明

確
実
な
直
接
的
文
献
の
存
在
が
あ
り
、
西
紀
六
四
六
年
に
公
布
さ
れ
た
大
化
改
新
の
詔
や
、
薄
墓
令
な
ど
の
新
法
令
は
、
時
代
の
文
化
ぞ
画
期
的

に
変
革
す
る
原
動
力
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
大
体
西
紀
七
世
紀
の
中
頃
を
も
っ
て
、
原
史
と
有
貯
の
境
い
日
と
考
え
た
。
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位。

註
④
。

(21) 

註
①
。

(22) 

八
幡
一
郎
・
日
本
史
の
家
明
(
有
斐
閣
)
一

O
三
l
一
六
八
頁
。
斎
藤
忠
・
日
本
全
史
工

中
村
吉
治
・
日
本
社
会
史
(
有
斐
閣
)
一
七

l
八
七
頁
。
小
野
忠
襖
・
弥
生
時
代
の
共
同
体
(
共
同
体
の
研
究
|
理
組
社
ご
六
一
二
|
一
七
四
頁
。

原
始
(
東
京
大
学
出
版
会
)
一

O
七
l
一一一

O
頁。

(23) 位品

江
坂
輝
弥
・
縄
文
文
化
の
起
源
の
研
究
(
歴
史
教
育
七
の
一
二
)
八

l
九
頁
。
同
民
・
先
史
時
代
E

縄
文
文
化
(
日
本
評
論
新
社
)

0

杉
原
荘
介

自由

弥
生
式
文
化
(
図
説
日
本
文
化
史
大
系
工
前
掲
)
一
九
八
頁
。

2
・
4
『
忠
告
白

σ刊
日
斗

Z
E
B
n昨日
0
ロ

O片
岡
凶

m
g
g
m豆
沼
田
宮
市
片
山
田

B
O同
国
旧
対
立
何
回
丘
町
白

E
H
Z
〉

B
E
E昨
日
。
ロ

Z
n
Y
E
S
-
o
m
M「

崎
町
円
〉
口
同
町
同

OHMO-Mぷ
州
一
『
田
口
弘
〉
円
円
山
町
田
町

o
u
m
M『
日
ロ
同
国
℃
田
口

K
F
ロ
同
ロ
円
円
。
門
吉
円
昨
日
。
ロ
件
。
。

m
O
B回
目
川
口

Z
o
n
y円
。
ロ
。

-omM1・
d
Z
H
J
1何
回
同

ω同、
H，J
問

。

匂

、H
，O
阿
内
J

問
。

H
由
印
也
・

渡
辺
直
経
・
古
地
磁
気
研
究
法
に
よ
る
人
類
遺
跡
の
年
代
判
定
(
第
四
紀
研
究
一
の
一
二
)
九
二

l
一
O
O頁。

同
氏
・
放
射

性
炭
素
に
よ
る
年
代
測
定
法
の
進
歩
。

白日

小
牧
実
繁
・
先
史
地
理
学
研
究
(
前
掲
書
)
一

O
六
頁
。

(27) 

藤
岡
謙
二
郎
・
先
史
地
域
及
び
都
市
域
の
研
究
(
前
掲
書
)
五
一
頁
。

。8)
藤
岡
謙
二
郎
・
同
書

五
二
頁
。

白日)

藤
岡
謙
二
郎
・
同
誉

五
一
頁
。

-0
 
3
 
(
 

藤
岡
謙
二
郎
・
歴
史
地
理
学
総
説
(
新
地
理
講
座
第
七
巻
)
二
頁
。

。。

藤
岡
謙
二
郎
・
同
書

ニ
頁
。

(32) 

藤
岡
謙
二
郎
・
先
史
地
域
及
び
都
市
域
の
研
究

六
O
頁。

帥

藤
岡
謙
二
郎
・
同
書

五
一
ニ
ー
!
五
五
頁
。
六

O
頁。

〈泊)

神
尾
明
正
・
洪
積
地
質
学
的
編
年
の
構
想
と
準
備
(
千
葉
大
文
理
学
部
紀
要
)
昭
、
二
八
。
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神
尾
明
正
・
わ
が
先
史
時
代
の
地
形
面
と
地
形
変
化
に
関
す
る
二
・
一
二
の
野
外
資
料
に
つ
い
て
(
日
本
地
理
学
会
一
九
五
九
年
度
研
究
報
告
要
旨
)

二
六
頁
・

(35) 

三
友
国
五
郎
・
縄
文
時
代
早
期
前
期
の
集
落
(
人
文
地
理
ニ
の
一
)

一
l
一
五
頁
。

側

藤
岡
謙
二
郎
・
先
史
的
理
学
会
印
刷
掲
書
)
三
二

l
五
九
頁
。
同
氏
・
先
史
地
域
及
び
都
市
域
の
研
究

四
二

l
二
五

O
頁。

開

藤
岡
謙
二
郎
・
小
野
忠
濃
・
先
史
日
本
の
地
域
的
特
質
(
歴
安
地
頭
講
座
第
三
巻
)
三
六

l
四
二
頁
。

(38) 

日
太
考
古
学
協
会
編
・
登
呂

昭
、
一
ニ

O
。

本
篤

倒

同
書
。

(40) 

九
州
文
化
総
合
研
究
所
編
・
大
分
県
国
東
町
安
国
寺
弥
生
式
遺
跡
の
調
査
(
毎
日
新
聞
社

昭
、
三
四
)
一
五
八

l
一
六
三
頁
。

車由

木
内
信
蔵
・
人
文
地
理
学
(
至
文
堂
、
昭
三
一
一
)
一
一
一
一

l
一
三
三
頁
。
木
内
信
蔵
・
西
川
治
・
地
域
論
(
新
地
理
学
講
座
第
二
巻

二
四
五
1

二
八
七
頁
。

木
内
信
蔵
・
西
川
治
・
地
域
論
(
前
掲
警
)
二
四
九
l
二
六
一
頁
。
米
倉
二
郎
・
経
済
地
域
(
地
域
と
経
済
朝
倉
書
底
、
昭
、
一
ニ
ニ
)

江
坂
輝
弥
・
縄
文
文
化
の
起
源
の
研
究
(
歴
史
教
育
七
の
三
)
八

l
一
五
頁
。
同
民
・
縄
文
文
化
の
起
源
の
研
究
〈
史
学
第
二
九
巻
の
一
一
)
七
一

地
域
論
)

弘司

一
頁

(43) 

1

一O
O頁。

(44) 

江
坂
輝
弥
・
所
謂
硬
玉
製
大
珠
に
つ
い
て
(
銅
鉄
二
二
号
)
一
1
1
二
O
頁。

(45) 

八
幡
一
郎
・
先
ヂ
時
代
の
交
易
(
人
類
学
・
先
史
学
講
座

第
二
巻
・
第
三
巻
・
第
五
巻
)
0

同
民
・
物
資
の
交
流
(
図
説
日
本
文
化
史
大
系
工
)

ニハ
0
1
一
六
三
頁
。

出骨

酒
語
仲
男
・
本
邦
先
史
石
器
類
概
説
(
人
類
学
・
先
史
学
講
座

第
一
九
巻
)

0

(4'司

三
木
文
雄
・
育
銅
器
(
図
説
日
本
文
化
史
大
系
E
)
二

0
0
1
一
二
七
頁
。

(窃)

小
林
行
雄
・
初
期
大
和
政
権
の
勢
力
圏
(
史
林
第
四
O
号
)
一
ts

・l-
二
五
頁
。
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自由

木
内
信
蔵
・
西
川
治
・
地
域
論
(
前
掲
論
文
)
二
五
七

l
二
五
人
頁
。

斎
藤
忠
・
国
造
に
闘
す
る
考
古
学
上
よ
り
の
一
説
諭
(
古
代
史
談
話
会
、
古
墳
と
そ
の
時
代
2
)
四
|
五
四
頁
。

(的(51) 

和
島
誠
一
・
南
掘
J

貝
塚
と
原
始
集
落
(
横
浜
市
史
第
一
巻
)
一
一
九
|
四
六
頁
。

近
藤
義
郎
・
渋
谷
泰
彦
・
津
山
弥
生
住
居
祉
群
の
研
究
(
津
山
市
・
津
山
郷
土
館
、
昭
、
三
一
一
)
一
zee-

三
五
頁
。

近
藤
義
郎
・
共
同
体
と
単
位

集
団
(
考
古
学
研
究
六
の
一
)
一
|
八
頁
。

倒

文
化
財

宇喜
一環委
|溝員
一住会
九居・
頁壮大
。小湯
論町
(の
史環
淵状
ー列
、石

小
野
忠
線
・
弥
生
時
代
弥
生
時
代
の
囲
郭
村
落
の
諸
問
題
(
地
理
学
評
論
三
ニ
の
六
)

(53) 

鏡
山

事母

小
野
忠
線
・
弥
生
式
集
落
の
垂
直
的
遷
移
現
象
に
関
す
る
若
干
の
問
題
(
人
文
地
理
一

O
の
一
ニ
)
一
八
一

l
一
八
六
頁
。
同
・
瀬
戸
内
に
お
け
る

(55) 

弥
生
式
高
地
性
集
落
と
そ
の
機
能
(
考
古
学
研
究
六
の
三
)
一
ー
l
六
頁
。

浜
田
清
吉
・
秋
吉
台
の
遺
物
発
見
地
と
そ
の
遺
物
(
秋
吉
台
カ
ル
ス
ト
、
昭
、
二
八
)
八
九
|
一
一
五
頁
。

小
野
忠
煎
・
考
古
学
上
よ
り
観
た
秋
吉
台
(
秋
吉
台
学
術
調
査
報
告
報
告
、
昭
、
三
一
一
)
一

O
五
l
一
一
八
頁
。

蜘)事司

塚
田
松
雄
・
花
粉
分
析
か
ら
み
た
後
氷
期
の
気
候
変
遷
(
第
四
紀
研
究
一
の
一
一
)
五
一
二
l
J
五
六
頁
。

山
口
大
学
島
田
川
遺
跡
学
術
調
査
団
・
島
田
川
、
昭
、
二
人
。

車場(59) 

小
野
忠
煎
・
山
口
県
熊
毛
郡
天
王
遺
跡
(
日
本
考
古
学
年
報

八
、
昭
、
一
ニ

O
)
八
二

l
八
四
頁
。
同
・
塁
・
壕
遺
構
を
有
す
る
一
古
代
村
落
祉

同
・
本
州
の
西
端
地
方
に
お
け
る
古
代
の
塁
・
壕
遺
跡
‘
(
古
代
学
五
の
一
一
)
一
一
一
六

の
研
究
(
山
口
大
学
教
育
学
部
記
念
論
文
集
)
。

ー
一
三
七
頁
。

制)

荒
木
精
一
・
植
物
遺
体
の
考
察
(
島
田
川
・
前
掲
書
)
一
一
一
九
!
一
三
三
頁
。
直
良
信
夫
・
日
太
古
代
農
業
発
達
史
(
さ
・
え
・
ら
書
房
)
二
五

一
l
二
五
七
頁
、
二
八
六
l
二
八
八
頁
。
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自b

荒
木
精
一
・
前
掲
論
文

二
ニ
ニ
頁
。

(紛

小
野
忠
烈
・
遺
跡
遺
物
よ
り
見
た
る
原
始
時
代
の
島
田
川
流
域
(
島
田
川
・
前
掲
書
)
一
七
六

l
)
九
O
頁。

小
野
忠
煎
・
岡
山
遺
跡
、
天
王
遺
跡
、
島
田
川
流
域
の
遺
跡
群
、
原
始
集
落
の
分
布
と
立
地
の
地
理
的
考
察
、
台
地
性
集
落
と
壕
状
遺
構
、
原
始

(63) 

墳
墓
と
地
域
性
、
遺
跡
遺
物
よ
り
見
た
る
原
始
時
代
の
島
田
川
流
域
(
島
田
川
・
前
掲
書
)
。

制

藤
岡
謙
二
郎
・
縄
文
式
文
化
の
性
格
に
同
す
る
一
二
の
考
察

回

一
五
。

史
林
二
六
の

(65) 

山
田
安
彦
・
先
・
原
史
遺
跡
よ
り
み
た
東
北
の
地
域
構
造

立
命
館
文
学
一
五
三
号
。

同
氏
・
東
北
日
本
に
お
け
る
律
令
国
家
の
漸
移
地
帯

立
命
館
文
学
一
六
九
号
。




